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嘗蛛の產卵及び僻化に就て 

藤 旧 衛 

福并縣坂が郡熊巧砂子坂 

替诛の產卵あび鹏化.或は生をあの報吿は巧んど見當らない0 
筆者は1937年5巧8日，福み縣奴井郡濱四鄕巧 S 里潰砂をの動物が集の騰 
圖らずも黑目區地籍の砂丘が林（:第一画）にがて，種をホをの珍替蛛（巧二 
圖）を11頭（雌雄お）採集せるを持ち歸り，飼育したるに幸ひ產卵瓣化せり。 
觀察固り不充分，不用意ではあつたが•二，云觀察し得たので，その概略を此 
處にす完全ながら報吿して巧たいと思•ふ0 
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種をの同をに就ては，岸田 



第ご圖ザトウムシ（左？，右 S ) 


先生にお願ひ申してあるから 
近き將來には御發まされるで 
あらうことを附記して窗く〇 
1飼 育 
容量500 CC の廣口瓶のかに 
踩集地の破を深さ約 4 cm 位入 
れ，其の上に蘇類を植を，水 
を與へて湯らした。5巧8日午後7時頃10璃（內？ 7頭，ろ3頭）を前記の飼 
育瓶に故ち，綿寒が紗にて口を被ひ，自宅の窒巧に置いた0 

明けて5巧9日朝，ザトウムシは，を部瓶周園に，底に巧つて靜止してゐた〇 
石巧9日午後2, 3の雌雄が瓶の周圍に於て，を合してゐるらしいのを觀察す 
る幕が出ホた。5巧10日午衡雌3頭が死んでねたので，アルコール浸にした。 
食轉としてはアブラ蟲，ハへ，鷄卯の黃味を與へて置いた0 
2 を 卵 



5巧14日午前5時半頃飼育瓶を觀れば，丸い乳白をの美しい塊が，蘇羯の上 


部に附着してあるではない 


か。（第兰圖）おは一時は不 


，营議に思つたが，これこそザ 


トウムシの卯に違ひない〇水 


邦でも誰一人觀た事の無いザ 


トウ ムシの卯 だと 思 ふと，わ 


けもな<嬉しくなりち頂天に 


なつて喜んだ。翌15日5時起 


床直に飼育瓶を潮た C 又もや 
同一薛類の上部に1箇所稍 


巧3圖瓣颖 h の卵塊泊き部み） 
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下部に 1 箇所，他の蘇類1本の上部に1箇腑都を3箇所にいづれも卵塊をな 
して產卵してあつた。建卵の親狀を觀察したいと念じてねたが，殘念ながらが 
機會を逸してしまつを力;，該狸の產卵時刻は巧でをるとをふ事が推察される。 
雛の產卯數は下記の如くである。 



罕 A 

9 B 

卒 C 

卒 D 

平 

均 

產卵數 

3 2 

。4 

3 4 

3 5 

3又 

7 5 


卵は前記む通り乳白をの球狀をなして，廈徑約 0.75 mm . 表厨粘性.軟質で 
ある。6巧を]め頃からいづれの卯塊ももきカビに被はれてしまつた。 

6巧16日，東京より歸宅後，卯を觀るに淡黃褐色になつてねた。 

6巧20日午前中外にがして日光に當て、置いた。 

3 瓣化及び幼蛛 


6巧23日鹏化し初め，其後7巧15目頃迄鹏化しを J 瓣化する時は卵殻が第四 
圆り如 < 半みに等割されて，頭部より船化し化づる。瓣化した幼蛛は1日位は 
蘇類上に歸止-して微動さへもない0然し熱を與へれば直に步巧し始む。步巧〇 

早きこと驚くばかりでをる。 

幼蛛は體長約0.70旭の i かで ，眼の 
み淡黑にしで，他は全部乳白を半透明 
で如何にも可愛らしい。 

7巧2曰，成雄が食べるやうな〇 
で，幼蛛を他に分離して輛育した。體 
なも追々褐色となつて來た。其後巧ん 
ど幼錄は死亡してしまつを。幼蛛狗育 
失敗。何時かは成功したいと思つて 



第4圖雕化後の卵殻 


ねる 
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4 結 び 

不完をなる觀察なるも，本邦最初〇觀察記と云つても過言でもなからう。本 
觀察にがて知り得を蕾は， 

1. 誓蛛は地尤にかでも產卯されること0 

2. 產卵の期制は笠巧中旬頃なること。 

產卯時刻は巧閒巧はれること。 

3. 1雌の產卵數は32個乃至煎個なること0 
4. 鹏化に粟する時日は狗40日要すること。 

目.巧?イヒには溫度を耍すること0 
む上である〇 

おりに臨み，寫眞撮影に御援助賜はつを福井縣師範擧校教諭挪口龜み郎巧孽 
去:旧中卓磨巧，扣田博氏に對して深謝の意を表す。 

喫煙室 

i 「 番巧孤憂敷」とぃムを巧映畫で腰元菊（西中絹が）お庭前にナガコガネグモ军 
j ろ;絲を叟いて聖ドしておる のに 愕きアレツと云つ て 靑山播磨け本長二郞）にし力； 
みつく。兩ん共皆錶御な貧のを擾だし蜘蛾も種類の鑑をう;出來る程度に蕭面に現 
れで化の場は中々效お的。而して化の隣間的の巧動は後に播磨と菊と力;ま従の關 
巧を超越した間巧じなる契鱗を成すのだから化の中には蜘蛾う;おりもつ徽といふ 
: の ももる。（了を'; ■ 

‘ 素人社編の最新俳巧歲事記とか中す本のをの卷じ「をの蜘蛛' と去:ふ季題でか 

の二つの句が化てゐまナ。の冬の蜘姊とは「冬季をき殘りたる蜘蛛ををふ j と註 
驛う; ついて ゐ ます 0 

をの蜘蛛ををか、げていざわけり 久保白茅モ 

をの蜘蛛の脚一つづ、す、みけり ま武月二郞 

' 蜘蛛にかけては誰人！こも負けをとらな t 、當の會貴諸巧，一つ蛛蛛の戀でもハイ 

I クつてみてはを口巧。ひて生） 







